
議題

２ 子ども・子育て支援推進条例の改正及び
子ども・若者みらい計画（仮称）の策定

資料３



１ 本日の論点

「子ども・子育て支援推進条例」の改正骨子案及び

「かながわ子ども・若者みらい計画」(仮称）の構成イメージに対し、

幅広くご意見をいただきたい。
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２ 子ども・子育て支援推進条例とは

１．目的

子ども・子育て支援の重要性について、全ての県民が認識を共有し、子ども・子育
て支援の取組を推進することを目指す

２．施行 平成19年10月１日

３．主な内容

基本理念、関係主体の責務、

推進体制の整備、子どもへの支援

４．条例に基づく取組

・ 子育てを応援する事業者の認証

・ 子ども・子育て支援応援月間（８月）

条例
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３ 改正の経緯

子ども目線に
立った

子ども施策推
進のため、現
行の子育て支
援条例を改正

現行条例

１．背景

・急速な少子化の進展

・家庭・地域を取り巻く環境の
変化

子ども・子育て支援の推進

２．目的

こども基本法

○差別の禁止
○最善の利益の確保
○生命・生存・発達への権利
○子どもの意見の尊重

（R5.12月策定）

（R5.4月施行）

〇こどもまんなか社会の実現

こども大綱

近年の課題

○児童虐待・いじめ
○ヤングケアラー
○子どもの貧困
○ワンオペ育児 等

条例
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４ 条例の目的

誰もが自分らしく幸せに暮らせる社会

それによって実現されるかながわの姿

こどもの目線に立った施策の推進を通じて、子ども一人ひとりが自分らしく、幸せに暮らせる社会を
実現し、未来を担う人材を社会全体で育む。

本県の目指す社会

条例
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父母その他の保護者が、子育ての責任を果たせるよう、
子育ての「負担軽減」や「不安解消」を進める。

父母その他の保護者だけでなく、社会全体が当事者と
して主体的に子育てに関わる。

子どもの目線に立って、子どもにとって一番いいこと
は何かを考える。

社会の一人ひとりが子育て当事者

子育てしやすい社会環境の整備

子どもの目線に立った権利・利益の尊重

５ 基本理念

①

【１層】

【中心】

【２層】

②

③

条例
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○ 子どもの健やかな育ちのための施策
・子どもの居場所づくり
・孤独・孤立の状態にある子どもに対する支援
・不登校の子どもへの支援 等

○ 子どもの権利擁護
・虐待の早期発見や自立支援の充実
・いじめ防止 等

６ 個別施策 条例

かながわ子ども家庭110番相談ＬＩＮＥ 子ども食堂
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○ 困難を抱える子どもへの施策
・ひきこもり当事者とその家族への支援
・子ども・若者の自立に向けた支援
・貧困の状況にある子ども等に対する支援
・ヤングケアラーへの支援
・医療的ケア児への支援 等

６ 個別施策

○ 子育てしやすい社会環境づくり
・母子に係る保健及び医療に係る取組への支援
・子育ての負担の軽減を図るための支援
・子育てと職業活動などとの両立支援 等

条例

生活困りごとサポートサイト
「さぽなびかながわ」

保育所の使用済みおむつ処分支援「手ぶらで保育」
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７ 改正条例素案（たたき台）のポイント 条例

１
こどもの権利の保障

・基本理念の最初に、差別を受けないこと、権利・意見の尊重、社会参画・意見表

明の機会の確保等を規定。

・児童虐待やいじめの防止について規定。

２
意見表明の機会確保・意見の反映

・社会参画の機会の確保、意見表明と反映、反映結果の伝達について規定。

・こどもが主体的に政策に参加できる取組の実施について規定。

３
近年顕在化した課題への対応

・不登校、ヤングケアラーなど、こどもや子育て家庭が抱える課題について、

防止や支援等の対策を講じる旨を規定。
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９ 計画策定経緯、構成イメージ

こども基本法において、都道府県は、政府が策定する「こども大綱」を勘案して「都道府県こども
計画」を定めるよう努めるものと規定されていることから、県は子ども・若者施策に関する既存の計
画・指針を統合して「かながわ子ども・若者みらい計画（仮称）」を策定する。

「かながわ子ど
も・若者みらい
計画」（仮称）

統合

こども大綱や条例の内容を踏まえつつ、こどもまんなか社会の実現に
向けた具体的な取組を記載

計画

神奈川県子どもの貧困対策推進計画

かながわ子ども・若者支援指針

かながわ子どもみらいプラン

貧困対策

青少年

子育て支援
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１ はじめに

２ 子ども・若者を取り巻く状況

３ 計画の基本理念等

４ 基本理念の実現に向けた具体的な取組
(1) ライフステージを通した子ども・若者施策に関する事項
(2) ライフステージ別の子ども・若者施策に関する事項
(3) 子育て当事者への支援に関する事項
(4) 施策推進の基盤となる取組

５ 教育・保育の需給計画及び人材の必要見込み数

６ 計画の点検・評価及び推進体制

７ 参考資料

10 計画構成イメージ 計画

こども大綱
と同じ構成

旧子どもみらい
プラン必須記載

事項
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11 計画重点施策事項（想定）

４（１） ライフステージを通した子ども・若者施策に関する事項

1 こども・若者が権利の主体であることの
社会全体での共有

2 多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり

3 こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供

4 こどもの貧困対策

5 障害児支援・医療的ケア児等への支援

6 児童虐待防止対策と社会的養護の推進
及びヤングケアラーへの支援

計画

＜こどもの貧困対策の例＞
かながわつばさプロジェクト
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11 計画重点施策事項（想定）

４（２） ライフステージ別の子ども・若者施策に関する事項

計画

ライフステージ 内容

子どもの誕生前
から幼児期まで

・切れ目ない保健・医療の確保
・子どもの成長の保障と遊びの確保 など

学童期・思春期
・安心して過ごせる居場所づくり
・いじめ防止対策
・不登校の子どもの支援 など

青年期

・高等教育の修学支援、就労支援
・不安を抱える若者やその家族の相談

体制の充実
・結婚新生活の支援 など

＜結婚支援の例＞
恋カナ！プロジェクト
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11 計画重点施策事項（想定）

４（３）子育て当事者への支援に関する事項

４（４）社会全体で推進するための施策

1 子ども・若者の社会参画・意見反映
2 子育て支援人材の確保・育成・支援
3 子育てにやさしい社会づくりのための

機運醸成 等

1 子育てや教育に関する経済的負担の軽減
2 共働き・共育ての推進 等

計画

＜子ども・若者の社会参画・
意見反映の例＞
子ども目線会議（Ｒ５年度）

＜子育て当事者への支援の例＞
子育てパーソナルサポート
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